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　子どもたちをう蝕のない健全な永久歯列に導くには、う蝕予防を行いながら、乳歯列期から混合歯列期を経て永久歯列期
になるまでの各ステージの“正常像”を知り、“異常”にいち早く気づき対応することが大切である。本書では、成長発育の
過程を、規格性のある約 1,500 枚の口腔内写真で紹介しながら、初期う蝕の診断や成長期の異常のみつけ方と対応のコツを
わかりやすく解説。子どもたちをみる機会の多いホームドクターの必読書。

子どもたちのう蝕予防と歯列の管理に
自信が持てるホームドクターになろう！

規格性のある
約1,500枚の写真で
成長発育の過程が学べる！

本書の特徴❶

各ステージの
“正常像”“異常像”を
見極める眼を養える！

本書の特徴❷

削るか、削らないか、
明確なう蝕の診断基準が
持てるようになる！

本書の特徴❹

ホームドクターだからこそ
微妙な変化に気づき
取り組める！

本書の特徴❸
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ホームドクターによる 子どもたちを健全歯列に導くためのコツ 冊注文します。
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※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定歯科商店がない場合は送料をいただき、代金引換宅配便でお送りさせていただきます。

●ご指定歯科商店
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1 健康長寿と口腔機能
 歯を残していくことの重要性─ナチュラルヒストリーを想像する─

2 正常咬合への道のり
□どのように理想的な口腔内になっていくのか？
□成長の各ステージの正常像をクリアする
□交換期の正常像を知る─成長発育の５つのステージ─

 　 ①乳歯列期でクリアすべき条件

 　　 乳歯列期にみられる異常

 　 ②第一大臼歯萌出期でクリアすべき条件

 　　 第一大臼歯萌出期にみられる異常

 　 ③上下切歯交換期でクリアすべき条件

 　　 上下切歯交換期にみられる異常

 　 ④側方歯交換期でクリアすべき条件

 　　 側方歯交換期にみられる異常

 　 ⑤第二大臼歯萌出期でクリアすべき条件

 　　 第二大臼歯萌出期にみられる異常

□「正常咬合への道のり」の確認
□上下切歯交換期がもっとも重要
□上下切歯交換期が正常だとなぜ永久歯列が正常になるのか

3 正常咬合への成長を妨げる因子
□正常咬合への成長を妨げる４つの因子

 　 ①萌出の異常

 　 ②スペース不足

 　 ③習癖

 　 ④骨格性

□萌出の異常
□スペース不足
□習癖

Chapter 1 めざすべき口腔内とは
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1 萌出の異常への対応
□上下切歯交換期以降の患者への対応
□第二大臼歯の鋏状咬合への対応

　
2 スペース不足への対応
 □クワッドヘリックス・バイヘリックスを用いた対応
 □リーウェイスペースを利用する

咬合編のまとめ
 適切な時期に簡単な方法で確実に改善することが大切

Chapter 3 咬合編２：上下上下上 切歯交換期以降
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1 萌出の異常への対応
□成長期に行った咬合育成は無駄になるか？
□萌出の異常に対する治療法

─床矯正装置，リンガルアーチ，レジン接着法─

□上下切歯逆被蓋の改善：床矯正装置①
□上下切歯逆被蓋の改善：床矯正装置②
□上下切歯逆被蓋の改善：リンガルアーチ
□上下切歯逆被蓋の改善：レジン接着法
□第二乳臼歯の動揺と第一大臼歯の萌出の異常

2 スペース不足への対応　
□抜歯か？ 非抜歯か？
□抜歯症例のその後
□スペース不足はいつから始まっているか
□拡大床を使用した治療法
□拡大床装置とその管理
□乳犬歯の早期喪失に注意
□正中に注目する
□拡大床だけでは間に合わなかった症例

3 習癖への対応　
 指しゃぶりへの対応

Chapter 2 咬合編１：上下上下上 切歯交換期まで
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はじめに
 う蝕診断とう蝕治療は歯科医師の基本

1 初期う蝕の診断
□う蝕の診断
□う蝕の診断にはバラツキがある
□小窩裂溝の特徴
□小窩裂溝の診査
□ 化灰石再「 」促進療法と試験削合の考え方
□小窩裂溝う蝕の予防と処置
□隣接面う蝕の特徴
□隣接面う蝕の診断
□隣接面う蝕の予防と処置

2 象牙質う蝕への対応　
□歯髄を守ることの重要性
□子どもたちの歯髄は強いか？
□う蝕象牙質はどこまで除去すべきか？
□段階的削除法（stepwise excavation）とは？
□段階的削除法の進め方

う蝕編のまとめ
 う蝕の診断力を身につけよう
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定期健診
 当院における定期健診の実際

あとがきにかえて
 子どもたちをう蝕・不正咬合から守ろう！

索引

Epilogue

1人の患者さんをみられる期間は限られている

Prologue
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